
地域の担い手の輪が広がるために必要なことについてのイメージ図 

（青文字は 例えば、ちばし地域づくり大学校の場合） 
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「私自身」「私の団体」 

の整理、確認 
私の思い、気持ち、現在の立ち位置の

確認 

私（私の団体）は地域で何をしたいの

か、何ができるのかを整理 

・活動プランの発表、修了式での発表 気づきの場 

思いを整理するための比較・検討の対象や 

アウトプットの場 

・地域の活動団体の活動紹介、実地体験後のグループトーク 

・他の人の思いや発表を聞き、グループトークで話す 

実行 

次のステップへ 

「一歩踏み出す勇気が出た」「明るい未来が見えた」

「地域で活躍できる視野が見えてきた」(いずれもアンケ

ート回答の言葉)と思えること 

＜すでに地域で活動している人は＞ 

・支援対象に対してさらに効果的な支援へ 

・団体の活動、運営をもっとよいものに 

人のつながり 

→やり遂げるための強さに 

① 地域をよくしたいと思う同志の存在 

→認め合うことで生まれる自信・安心 

② 情報交換しあえる仲間の存在 

→課題の共有、困ったときの工夫や協力 

・グループトークでの意見交換 

・先人としての実地体験団体とのつながり 

・修了者交流会でのフォロー 

 

情報と体験 

① 地域の活動への参加のハードルが下がること 

・市内の支援機関について知る 

・実地体験で活動に触れてみる 

② 地域への関心が上がること、地域への新たな視点 

・キックオフ講演会等で地域への向き合い方について聞く 

・他の受講者の発表、団体の活動紹介を聞いたり 

自分で深めて地域の課題や活動を知る 

③ 活動を進めるためのスキルや団体運営に関する情報 

・広報、資金調達、ファシリテーションなど団体運営のための講座や 

グループトーク、修了者交流会でのフォロー 

継続 

アップデートが必要 

アップデートが必要 

維持が必要 

モヤモヤした状態 
地域のために何かしたいけれど･･･ 

「何をどう始めればよいのか」 
よりよい活動にしたいのだけれど… 

「何をどう変えればよいのか」など 

インプット 

アウトプット 

・新たに活動に踏み出す人が増えること 

・活動している人がよりよく継続できること 

心の整理ができたとき、次に踏み出す勇気を後押

ししてくれるのは、頑張っている仲間の存在。 

そんな仲間の存在を感じやすい街は、地域の活動

が活発に行われ継続しやすいのでは。 


